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（
質
問
の 

一
七
） 

答

弁

第

一

七

号 

   

衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
在
日
米
軍
基
地
の
日
本
人
従
業
員
に
対
す
る
武
器
携
帯
強
行
措
置
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
八
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一
七
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殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
在
日
米
軍
基
地
の
日
本
人
従
業
員
に
対
す
る
武
器
携
帯
強
行
措 

置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
六
に
つ
い
て 

米
軍
は
、
日
米
地
位
協
定
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
施
設
・
区
域
内
に
お
い
て
警
護
の
た
め
必
要
な
す
べ

て
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
米
軍
が
必
要
と
判
断
す
る
場
合
に
「
警
護
の
た
め
必

要
な
措
置
」
の
一
つ
と
し
て
日
本
人
警
備
員
を
銃
砲
等
携
帯
の
上
、
施
設
・
区
域
内
に
お
い
て
警
護
に
当
た
ら

せ
る
こ
と
は
、
日
米
地
位
協
定
上
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
米
側
に
撤
回
を
求
め
る
考
え
は

な
い
。 

嘉
手
納
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
末
に
行
わ
れ
た
米
軍
の
監
査
で
昭
和
五
十
一
年
以
降
同
施

設
・
区
域
の
日
本
人
警
備
員
に
銃
砲
を
携
帯
さ
せ
て
い
な
い
の
は
警
備
上
適
当
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の 



三
に
つ
い
て 

1 

現
在
日
本
人
警
備
員
が
銃
砲
を
携
帯
し
警
備
に
当
た
つ
て
い
る
施
設
・
区
域
、
携
帯
し
て
い
る
銃
砲
の
種

類
及
び
携
帯
開
始
の
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

で
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
再
び
日
本
人
警
備
員
に
銃
砲
を
携
帯
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
と
承
知
し 

て
い
る
。 

な
お
、
日
本
人
警
備
員
が
施
設
・
区
域
外
に
お
い
て
銃
砲
等
を
携
帯
し
警
備
に
当
た
る
よ
う
な
こ
と
は
、
日

米
地
位
協
定
の
下
で
当
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
米
軍
は
日
本
人
警
備
員
が
銃

砲
等
を
施
設
・
区
域
外
で
携
帯
す
る
こ
と
を
厳
に
禁
じ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
・
区
域
に
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
総
数
五
百
五
十
人
の
日
本
人
警

備
員
が
勤
務
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
銃
砲
を
携
帯
し
て
い
る
人
数
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ 

 

る
。 

四 

 



         
2 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
人
警
備

員
に
関
す
る
取
極
を
行
つ
た
が
、
そ
の
内
容
は
米
軍
に
よ
る
武
装
警
備
員
の
雇
用
は
米
軍
が
使
用
中
の
施 

五 

 



四
に
つ
い
て 

1
及
び

2 

日
本
人
警
備
員
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
日
本
人
警 

3 

基
本
労
務
契
約
附
表
Ⅰ
「
職
務
定
義
書
」
は
、
日
本
人
従
業
員
の
職
務
内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
警
備
員
」
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
勤
務
箇
所
に
勤
務
し
て
い
る
間
、
若
干
の
小
型
武
器
（
連
発
拳
銃
、
散
弾

銃
、
カ
ー
ビ
ン
銃
）
を
携
帯
す
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
警
備
員
」
の
行
う
職
務
の
一
つ
と
し

て
、
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
必
要
最
小
限
度
の
是
正
措
置
を
と
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

設
・
区
域
内
で
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
武
器
の
使
用
は
日
本
国
刑
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
正
当
防
衛

及
び
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
緊
急
避
難
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
、
か
つ
、
武
器

の
取
扱
い
に
関
し
て
は
米
軍
当
局
が
責
任
を
も
つ
て
取
り
締
ま
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

な
お
、
「
警
備
員
」
が
携
帯
す
る
銃
砲
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
務
の
性
質
上
、
お
の
ず
か
ら
一
定
の

限
度
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。 

六 

 



3
及
び

4 

日
米
地
位
協
定
の
下
で
は
、
同
協
定
第
十
八
条
第
五
項
は
、
「
公
務
執
行
中
の
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
若
し
く
は
被
用
者
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
又
は
合
衆
国
軍
隊
が
法
律
上
責
任
を
有
す
る
そ
の
他
の
作

為
、
不
作
為
若
し
く
は
事
故
で
、
日
本
国
に
お
い
て
日
本
国
政
府
以
外
の
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
も
の
か

ら
生
ず
る
請
求
権
」
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
日
本
人
警
備
員
は
、
同
項
の
「
合
衆
国
軍
隊
の
被
用
者
」
に
当

た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
日
本
人
警
備
員
が
公
務
執
行
中
に
日
本
国
政
府
以
外
の
第
三
者
に
損
害
を
与
え

た
場
合
の
補
償
措
置
は
、
同
項
の
規
定
に
従
つ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
万
一
日
本
人
警
備
員

が
公
務
執
行
中
に
災
害
を
被
つ
た
場
合
に
は
、
通
常
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
き
補
償
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。 

備
員
が
携
帯
し
て
い
る
銃
砲
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
正
当
防
衛
及
び
緊
急
避
難
の
場
合

に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
お
け
る
銃
砲
等
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
当
該
警
備

員
の
公
務
の
執
行
中
で
あ
つ
て
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

七 

 



 

八 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
米
軍
が
日
本
人
警
備
員
に
銃
砲
等
を
携
帯
の
上
、
施
設
・
区
域
内
に
お
い
て
警

護
に
当
た
ら
せ
る
場
合
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
配
慮
す
る
よ
う
米
側
に
要
請
し
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

米
軍
は
、
国
会
の
承
認
を
得
た
日
米
地
位
協
定
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
施
設
・
区
域
の
警
護
の
た
め
の

必
要
な
措
置
と
し
て
日
本
人
警
備
員
に
銃
砲
を
携
帯
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
同
項
に
基
づ
く
銃

砲
の
所
持
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
「
法
令
に
基
き
職
務
の
た
め
所
持
す
る

場
合
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




